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地球との信頼関係の構築

「おてんとうさま活動」は、KOAグループの様々な国や地域における全ての事業活動を対象
に、環境負荷の少ない製品・工程や環境に調和した業務の推進、エネルギーの削減や排出物の
低減など環境に与える負荷の改善に取り組み、その効果を見えるようにしていく活動です。

2022年度からスタートした「2030社会環境目標」では、KOAが大切にしている理念である
４つの価値観「循環・調和・有限・豊かさ」に基づいた事業活動を通じて、持続可能な社会へ
の貢献を行い企業価値を高めることを目指しています。本業の中で当たり前の活動の一つとし
て取り組めるような全員参加の活動を目指し、今後も継続的に改善を進めていきます。

KOA環境方針

どうしたら地球と調和した生き方ができるのか。

KOAは信州伊那谷に生まれ、育まれてきた企業です。お百姓がお百姓として自らのふる
さとで生きていけるようにとの願いで、創立しました。

電子部品の製造に携わりながらも、土と水とおてんとうさまとのおつきあいのなかで学び、
生きとし生けるものの一人として地球との間に信頼関係を築いていきたいと考えます。

社員一人一人が自分たちをとりまく水系の命の循環に関心をもち、「おてんとうさま」
（環境マネジメントシステム）を自己責任のもと実践することで、わたしたちのふるさとを
舞台に生物多様性を保全し、循環型社会のモデルを創造していきます。

一、 KOAは、開発・製造・販売活動、製品及びサービスが環境に与える影響を的確にとらえ、
「おてんとうさま」（環境マネジメントシステム）を構築し、「おてんとうさま」の継続
的改善及び環境汚染の予防を図る。

一、 KOAの環境活動は、社会環境対応を「おてんとうさま」活動とし、製品環境対応を品質
保証活動として展開する。

一、 KOAの環境側面に適用可能な法規制、KOAが同意するその他の要求事項（お客様要求事
項を含む）及び自主基準を順守し、環境マニュアル･品質マニュアルを基に全社員が自然
環境に配慮した行動をする。

一、 本方針の理念に基づいて行動するため、環境に調和した業務や有限な資源の有効利用、
環境負荷の少ない製品・工程、地球温暖化防止（省エネルギー）を追求し実現する環境改
善活動を環境目的・目標の枠組みとして、毎年見直しをする。

一、 内部環境監査を実施し、自主管理による「おてんとうさま」の維持向上に努める。
一、この環境方針は、KOA及びKOAグループにおいて、環境活動に携わる全ての人に周知し、

環境意識の向上を図る。

２０１３年４月１日
ＫＯＡ株式会社
代表取締役社⾧ 花形 忠男

環境管理責任者
取締役 向山 浩正

ISO14001登録証番号
JQA-EM0155 （1998年4月登録）

お問い合わせ先
経営管理イニシアティブ
CSR推進センター
TEL: 0265-70-7176 （直通）

おてんとうさまの名前の由来
むかしは悪いことをすると「お天道

様が見ているよ」と言われることがあ
りました。お天道様はすべてお見通し
であり、正しい行いをすべきと教えて
いたのです。

KOAでは、「お天道様に堂々と胸を
張って報告できる活動にしよう」とい
う想いをこめて、ISO14001に基づく
環境マネジメントシステムを「おてん
とうさま」と呼称しています。

「お天道様に胸を張れる」企業にな
るということは、環境だけでなく社会
と調和を図るKOAのあり方そのものを
示しています。

「おてんとうさま」活動とは

KOAグループは、KOAの理念（４つの価値観）「循環」「有限」「調和」「豊
かさ」を経営の価値観においた活動を実践する中で、社会環境への影響の改善
（環境パフォーマンスの向上）と事業の両立を図りながら、企業価値の向上を
目指すことを目的とし、全員参加の改善活動を行います。
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おてんとうさまの推進体制

KOAグループ環境委員会を中心にした推進体制で、グローバルでの目標共通化、日本国内
でのシステム統一化（ISO14001のマルチサイト認証）、活動の水平展開等を行っています。
KOAグループの事業活動がもたらす5つの主体への影響に真摯に向き合い、事業の変化や異常気
象に対応した事故予防活動、低炭素化や循環型社会に対応したものづくり、製品や活動・サー
ビスを通じた持続可能な社会への貢献の取り組みにより、環境パフォーマンスを最大化できる
ようKOAグループが一体となっておてんとうさま活動に取り組んでまいります。

◇事業活動（電子部品等製品の設計・開発、製造、販売）のライフサイクルに関わる全ての
プロセス

◇それぞれのプロセスに密接に関わる利害関係者（KOAでは「5つの主体」として特定）に
及ぼす影響、利害関係者から受ける影響

要（かなめ）は内部監査
KOAでは、おてんとうさま活動を浸

透させ、全員参加につなげる活動の要
が内部監査と考え、2005年から継続
的に強化してまいりました。

KOAグループ（国内）の内部監査員
は、各部門に1名以上配置されるよう
計画的に育成され、OBを含めて200名
を超え全社員の1割以上になります。
毎年約80名の内部監査員が監査チーム
を組み各事業所を回り、指摘し・学び
あう中で、活動のレベルアップを図っ
ています。

また監査員に対する社内研修を毎年
2回行い、目標や法令等その年の活動
の重点ポイントや水平展開すべき事項
を学び、力量向上を図っています。
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KOA株式会社 国内KOAグループ
19拠点 4社12拠点

本社/研究開発:2拠点 生産:4社12拠点
生産 :7拠点
販売/販売支援:10拠点

専門委員会
エネルギー改善委員会

環境担当者委員会

海外KOAグループ
10社10拠点

生産:5社5拠点

販売:5社5拠点

内部環境監査員

CSR推進センター
事務局
CSR推進センター

代表取締役社⾧ 花形 忠男

環境管理責任者
取締役 向山 浩正

KOAグループ環境委員会
通称:Sunflower Committee

【構成委員】
・KOA株式会社 事業所責任者
・KOAグループ 環境管理責任者

事業所責任者

内部監査員フォローアップ研修

内部監査で液体流出防止の防液堤を確認

おてんとうさま適用範囲の概略

おてんとうさまの適用組織図

株主様

お客様
お取引先様

社員・
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地域社会地球地球環境、国・行政、
業界団体、環境NPO 等

所在地域、地域の
自然・景観 等

適用範囲イメージ

KOAを
取り巻く
5つの主体

KOAのライフサイクルプロセス


